
馬は何のために装蹄（蹄を削ったり、蹄に鉄をつけたりする事）が必要かご存知でしょうか？ 

NPO 法人横浜市馬術協会主催 

特別講演会「蹄から見た馬」 
な

 

 

★日時；平成 19年 3月 25日（日）11 時～13時   

★定員；50 名（定員になり次第締切ります。） 

★場所；横浜市神奈川スポーツセンター（別紙地図参照） 

〒221-0856 住所；神奈川区三ツ沢上町 11-18   電話番号；（045）314-2662 

※倶楽部・2/12勉強会の場所（県立スポーツ会館）ではありません。ご注意下さい。 

★講師；山本隆幸 装蹄師 

★参加費；500 円（当日会場にて受け付けます。倶楽部会員の方は倶楽部にてお支払い下さい。） 

★申し込み方法 

ＦＡＸ（045-311-0780）かＥ－ＭＡＩＬ （ｙｒｃ＠０１．２４６．ｎｅ．ｊｐ）にてお申込ください。 

※名前・所属乗馬クラブ・ご連絡先（携帯・メールアドレス等）をご記入ください。 倶楽部の会員

の方は掲示板にも掲示してありますのでご確認下さい。  
 

 

 

 

 

 

講師紹介 1950 年東京都生まれ 関東装蹄師会 参与 

所属：日本装蹄師会｜関東装蹄師会、有限会社ホースシュー・ヤマモト代表 

略歴：１９７０年 装蹄師免許取得。 

１９７１年 装蹄師法改正に伴い、一級認定装蹄師の資格取得。 

１９８０年 一級認定牛削蹄師の資格取得 

１９８２年 指導級認定装蹄師の資格取得。 
 

 

 

 

①護  蹄  跣蹄(ハダシ)で運動することにより、蹄が磨耗しすぎたり欠損を生じて歩行が出来

くなることを防ぐ           

②装蹄療法 肢蹄の病気を、削蹄したり特殊蹄鉄等を装着することで良い状態にする。 

③馬の運動能力を発揮させる 

肢蹄はもちろん馬体を安全に運動させることにより、運動能力を最大限に発揮できるようにする。 

馬の蹄は 1 ヶ月に約 8ｍｍ伸びます。倶楽部の馬たちは月に約 1 回、のびた蹄を削ったり、蹄の調

子を見たりしています。今回の講師は横浜乗馬倶楽部にきてもらっている装蹄師さんです。 

日ごろ皆様にかわいがってもらっている馬についてもっとよく理解してみませんか？ 
 



横浜市神奈川スポーツセンター案内 
 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜乗馬倶楽部 

 

〒221-0856 

住所；神奈川区三ツ沢上町 11-18 

電話番号；（045）314-2662 

駐車場 24 台    料金：2 時間 300 円 以降 30分ごとに 50円 

 

※駐車場は混み合う場合があります。施設周辺に有料駐車場等はございません。でき

るだけ、下記の公共交通機関でお越しください。 

 

交通手段 

●横浜市営地下鉄線『三ツ沢上町駅』下車 徒歩 5分 

●横浜市営バス『三ツ沢上町駅前』下車 徒歩 5分 

●横浜市営バス・相鉄バス『峰沢入口』下車 徒歩 5分 

 

 

 

 
 


